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　明治時代の平城宮跡保存運動については、2011年３月
に当研究所より『明治時代平城宮跡保存運動史料集』（以

下、『史料集』と略称）を刊行し、棚田嘉十郎・溝辺文四
郎関係資料の一部を紹介した。ただし、当初は棚田・溝
辺が必ずしも運動の中心に位置したわけではない。この
たび運動最初期の、明治34・35年（1901・1902）の資料
の存在を知ったので紹介したい。これらは、奈良市で漢
方医を営んでいた石崎勝蔵（1845 ～ 1920。北村信昭『奈良

いまは昔』奈良新聞社、1983年など参照）の関係資料で、現在、
曾孫の石崎直司氏が所蔵している。
　封筒５点に収まる分量なので、右に全文を翻刻し、図
面は写真を掲出した。封筒Ａの①～③は、保存運動の嚆
矢である、明治34年４月３日の、平城宮大極殿址木標建
標式の資料である。①は建標の趣旨につき、やがては「一
大社殿ヲ創建」することを謳っている。この時平城宮址
顕彰会が組織されており、顕彰会の趣意書は「溝辺文四
郎日記」第１冊の冒頭に書写されている。顕彰会の趣意
書は棚田の聞書では水木要太郎が作文したというが、①
も水木の作だろうか。②は案内状で、水木あてのものが

『奈良市史通史４』（奈良市、1995年）に紹介されている。
水木・石崎など、学識ある奈良の文化人が当初から関わっ
ていることがわかる。③の図面も、この式典で頒布され
たのだろう。顕彰会の活動は数ヶ月で行き詰まり、刷り
物の版木は棚田に渡される。棚田は平城宮跡のビラを広
く散布するが、それは③を改訂したものである（『史料集』

参照）。

　翌明治35年に平城神宮建設会が発足する。④～⑩はそ
の関係資料である。石崎は４月に同会の名誉会員になり

（④）、５月頃に幹事になっている（⑥）。この時に建標し
ている（⑦）のは、朝堂院の標木だろうか。また、⑩で
は平城神宮の計画が判明する。祭神には、奈良朝七代の
天皇・平城天皇のほか、宇佐八幡神・和気清麻呂なども
見える。明治時代の歴史観がうかがえて興味深い。
　平城神宮建設会も長続きせず、その後は棚田を中心と
して運動は展開する。そのため顕彰会・建設会の活動は
現在ほとんど知られていない。しかし、建設会は都跡村
に事務所を置き、専用の封筒・罫紙を用いて、方朱印を
捺した公的な文書を発行していた（釈文凡例参照）。それ
は村の有力者が中心となり奈良の文化人が協力した公的
な活動だった。その場で平城神宮建設計画が合意された。
この時の合意を前提として、その後、棚田の献身的な活
動が展開していく。� （吉川　聡）

平城宮跡保存運動の
はじまり
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図76　平城宮大極殿遺趾略図（資料③）
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